
6利 用円滑化経路上のエレベーター

エ レベーターは障がい者、高齢者にとって、垂直移動手段として最も有効なものである。 したがって、

かご及び乗降ロビーの構造は車いす使用者や視覚障がい者が円滑に利用できるように配慮することが必

要である。

(規則別表21建 築物 の表7の 項第2号 オ)

かごの大きさ
こA　かごの床面積 は1.83㎡以 上 とする

と。

Bか ごは車いすの転回に支障がない構

造とすること。

●

●

停 止 階
Cか ごは、利用居室、住戸等、車いす

使用者用便房又は車いす使用者用駐車
施設がある階及び地上階に停止するこ
と。

出入口幅

Dか ご及び昇降路の出入口の幅は、内

の りを80cm以 上とすること。

かごの奥行き

Eか ごの奥行きは、内の りを135cm

以上とすること。

乗降ロビーの大きさ
F乗 降ロ ビー は高低差がないもの と

し、その幅及び奥行きは内のりを150

cm以上とすること。

車いす使用車用の制御装置
Gか ご内及び乗降ロビーには、車いす

使用者が利用しやすい位置に制御装置
を設けること。

表示装置
Hか ご内には、停止予定階及びかごの

現在位置を表示する装置を設けるこ
と。

乗降ロビーには、到着するかごの昇

降方向を表示する装置を設けること。

手すりの設置
Jか ご内には、両側に手す りを設ける

こと。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

床 面 積2.09m2以 上 が 望 ま し

い 。

幅90cm以 上とする。

扉は、車いす用操作盤に連

動 して開閉時間が延長される

ものなど配慮すること。

幅及び奥行きを180cm以 上

とする。

高さ100cm程 度が望ま し

い。

かご内の緊急呼出 しボタン

やインターホンは車いす使用

者の手の届く位置に設置する。

電子文字掲示板や、聴覚障
がい者用モニター等非常時に
おける聴覚障がい者への配慮
を行うことが望ましい。

車 いす使用者が前進で乗 り込

み、かごの中で転回 し前進で降

りられることが基本である。

JIST9201で 定める手動式大

型車いすが転回可能な大きさは、

間口140cm× 奥行き135cm

内のり80cmと は、車いすが通

過できる寸法である。

か ごの 奥行き135cmと は、

JISの11人 乗 りの奥行 き寸法

で、電動車いすも収まる大きさ

である。

高齢者等に配慮した対応であ
る。

88

Ⅱ 整備基準と解説

構　　造 望ましい整備 解　　説
必要項目

① ② ③ ④

① 床面積2,000㎡以上の建築物に設けるエレベーター(学校、共同住宅に設けるものを除く。)

② 床面積2,000㎡以上の学校、共同住宅に設けるエレベーター

③ 床面積2,000㎡未満の建築物に設けるエレベーター(学校、共同住宅に設けるものを除く。)

④ 床面積2,000㎡未満の学校、共同住宅に設けるエレベーター
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点字表示

エレベーター出入 口(乗 り場) かご内の断面図

電光表示板

ガラス窓

点字表示
専用乗場ボタン

巾木

過負荷表示灯
(定員超過)

操作盤(点字表示)

車いす使用者
用操作盤

乗降者検知装置

  

 

 

鏡

89

180×180ｃｍ以上が望ましい

点字表示 操作板（点字表示）

●車いす使用者用操作盤
　　　　●手すり（両側）●150×150㎝以上

車いすが回転
できるスペース

●出入口有効幅
員　80ｃｍ以上

車いす使用者の転回に
支障のない大きさ

●鏡（安全ガラス等）

点状ブロック

手すり

車いす使用者用
操作盤

一般用乗場ボタン（点字表示）
専用乗場ボタン

エ レベ ー ター 
平 面 図

点字表示 手すり

点字表示

●80cm以上

点状ブロック

5
0
c
m
程
度

1
0
0
c
m
程
度

満員状態のかごに乗り
込むとき、聴覚障がい
者が確認しやすい表示灯

乗り場

7
5
～
8
5
c
m
程

度
●●手すり 非

常
ボ
タ
ン
高

さ1
0
0

c
m
程

度

3cm程  度以下

操作盤は車いす
使 用者が利 用し
やすい位置 

鏡
下
端
高
さ
5
0
c
m
程
度



鏡の設置

Kか ご内には、かご及び昇降路の出入

口の戸の開閉状況を確認することがで

きる鏡を設けること。ただし、かごの

出入口が複数あり、車いす使用者が円

滑に乗降できる構造のもの(開 閉する

かごの出入口を音声により知らせる設

備が設けられているものに限る。)を

除く。

音声装置

Lか ご内には、到着階、かご及び昇降

路の出入口の戸の閉鎖を音声により知

らせる装置を設けること。

視覚障がい者対応の制御装置
Mか ご内及び乗降ロビーに設ける制御
装置(Gの 装置とその他の位置に制御
装置を設ける場合は、Gの 装置以外に
設けるものに限る。)は、点字による
表示等視覚障がい者が容易に操作がで
きる構造とすること。

音声装置
Nか ご内又は乗降ロビーには、到着す

るかごの昇降方向を知 らせる音声装置

を設けること。

視覚障害者誘導用ブロック
0乗 降ロビーには、Mの 制御装置の位

置を知らせる視覚障害者誘導用プロツ

クを敷設すること。

かごの大きさ
Pか ごの大きさは、障がい者、高齢者

等が利用 しやすい大きさとすること。

●

●

※

●

※

●

※

●

●

●

●

●

※

 

●

※

●

※

●

※

●

※

●

●

●

●

●

かご内で同乗者が多 く、車い

す使用者が転回できない場合に

は、後進で降りることを配慮 し

て、かご入口正面に後方確認用

の鏡(ス テンレス製又は安全ガ

ラス等)等 を設けることが必要

である。

※ 不特定多数の者が利用 し、又は主に視覚障がい者が利用するエレベーターに整備。

90

Ⅱ 整備基準と解説

構 造
必要項目

① ② ③ ④
望ましい整備 解 説
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、車 いす使用者対応主操作盤

方向表示

(背面パネルにかご位置表示灯、方向灯を設けない場合)

注意銘板 方向灯

階数表示

インターホン

点字表示

インターホンボタン

点字表示

階数ボタン

方 向灯

インターホン

インターホンボタン

車いす使用者対応副操作盤

戸閉ボタン

行先ボタン

開閉ボタン

・階数ボタン シンボルマーク及び注意銘板の例

・階数ボタンは浮彫階数表示が望ましい
・階数ボタンは2列になる場合は千鳥配列が望ましい

点字表示 階数ボタン(押し込み型)

お 願 い

お身体の不自由な方、お年寄の方の優先的な

利用にご協力ください。

91

エ レベ ーター操作盤
縦型操作盤

戸開ボタン

戸閉ボタン 

　　　　かご位置表示板

床
面
か
ら
1
0
0
c
m
程
度

戸開ボタン

行先ボタン

床
面
か
ら
1
0
0
c
m
程
度



7階 段

階段は高齢者、つえ使用者、視覚障がい者等の昇降にとって大きな負担になるとともに、転落等の事

故の危険性が高いところであり、また、避難にも利用するため安全に対する十分な配慮が必要である。

(1)階段の一般基準
(規則別表21

建築物の表2の 項)

手すりの設置

表面の仕上げ

踏面、けあげの仕様

視覚障害者誘導用ブ
ロックの敷設

(視覚障害者誘導用
ブロックの敷設の緩
和)

回り段の禁止

縁端の構造

縁端の構造

その他

(2)利用円滑化経路
上の段差の解消
(規則別表21

建築物の表7の 項
第2号 ア)

 

ウ 表面 は、粗面と し、又は滑 り
にくい材料で仕上げること。

工 踏面の端部 とその周囲の部分
との色の明度の差を大き くする

等、段を容易 に識別できるもの
とすること。

オ 段鼻の突き出 しをな くす等 、
つまずきにくい構造とすること。

力 段がある部分の上端及び下端
に接する踊場の部分(不 特定多

数の者が利用 し、又は主に視覚
障 がい者 が利 用す るもの に限
る。)に は、視覚障害者誘導用ブ
ロックを敷設すること。ただし、

次の場合を除く。

(ア)主 として自動車 の駐車の
用 に供する施設に設ける

階段の踊場
(イ)段 がある部分と連続 して

手すりを設ける踊場
キ 主たる階段は、回り階段でな

いこと。

ク 縁端には、壁又はつえの脱落
を防止するために必要な立ち上
がりを設けること。

ケ 段の幅、けあげ及び踏面並び

に踊場の幅は、障がい者、高齢
者等が円滑に昇降できるものと
すること。

利用円滑化経路上 に階段又は段を
設けないこと。ただ し、傾斜路又 は
エレベーターを併設する場合を除く。

段と踊場に連続して設置
するのが望ましい。

外形4cm程 度の握 りやす
いものとする。

壁とのすきまは5cm程 度
とする。

点字により、現在位置を
表示すること。

端部、踊場などの水平部
は30～45cm以 上手すりを
延長するのが望ましい。

手す りの取 り付け高さは
75～85cm程 度とし、子ども
の利用を考慮 して60～65
cm程度のものを併設する。

踏面26～30cm程 度、け
あげ16cm以 下、けこみ2
cm以下が望ま しい。

幅は、松葉杖使用者に配
慮 し、最低120cmと する
ことが望ま しい。

照明は、安全な昇降に配
慮 し、できるだけ足元まで
明る くする ことが望 ま し
い。

階段の昇降を安全に行うた
めの措置である。手すりは、
利き手や左右の半身まひなど
を考慮し、段の両側に設置し
なければならない。
不特定多数の人や視覚障が

い者が利用する施設では、手
すりが誘導する方向等を点字
により表示するなど配慮する
こと。

工 弱視者など視覚障がい者
に配慮した対応である。

オ けこみ板がないなど足が
ひっかかりやすい構造は避
ける。

点状ブロックにより、段の

存在を警告する。

視覚障がい者の安全な利用
に配慮した対応である。

高齢者等にとって一つの路
面で内側と外側の寸法が異な
る回り階段は危険であるとと
もに、視覚障がい者が方向感
覚を失いやすく、段を踏み外
す危険がある。
松葉づえを落とさないなど

の安全上の配慮から設けるこ
とが必要である。
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Ⅱ 整備基準と解説

整備項目 整備基準 望ましい整備 解　　説

　多数の者が利用し、又は主に障が
い者、高齢者等が利用する階段は、
次の構造とする。
　ア　段がある部分には両側に手す
りを設け、踊場には必要に応じ
て手すりを設けること。
イ　手すりを設ける場合には、端
部が突出しない構造とし、不特
定多数の者が利用し、又は主に
視覚障がい者が利用するものに
ついては、必要に応じ、端部付
近や必要な箇所に誘導のための
点字表示を行うこと。
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踏面がとびだしていると危険

×

けこみ板のないものは避ける

○

けこみ2cm以 下 すべり止めの設置

階段形式の例

○

●主たる階段には回り段を設けない

× × ×

手 すりの端部と点字表示

点字表示
点字表示

文字情報

 

●曲げて納める

93

手すりの壁からの支持の方法の例

側桁、地覆は
立ち上げる

手すり
巾木

4～5ｃｍ程度

階段の構造 

各 部の整備例

×

踏面 
26～30cm程     度 
 
けあげ16cm以下

120～150ｃｍ程度

●両側に手すりを設ける 

手すり高さ75～85ｃｍ程度

手すりの端部に45ｃｍ以上
水平部分を設ける

●段鼻の色は弱色者も
明確に確認できるよう 配慮することにより段
は識別しやすくし、かつ、 つまずきにくい構
造

120～150ｃｍ程度

●路面は粗面とし、
　滑りにくい材料で仕上げる

○○

壁面の設置例

Φ3～4cm程度

Φ3～4cm程度

点字で表現

7
5
～
8
5
c
m
程
度

6
0
～
6
5
c
m
程
度



8便 所(客 室に設けるものを除く.)(規 則別表21 建築物の表4の 項)

利用者の利用に供する便所を設ける場合は、車いす使用者等が円滑に利用できるようにする。

(1)便所の構造

車いす使用者用便房
の数

出入口の表示

床面の設計

(2)車いす使用者用
便房の構造

腰掛便座の設計

便房内の空間

洗浄装置の構造

非常警報装置の設置

その他の設備

オス トメイト対応の
設備

ウ 便所内に段を設けないこと。
工 床面は、粗面と し、又 はぬれ

ても滑 りにくい材料で仕上げる
こと。

(2)(Dア の車いす使用者用便房は、次
の構造とする。
ア 腰掛便座の両側 に手す りを設

けること。
イ 腰掛便座 は、できる限 り前方

及び両側から移乗 しやすい位置
に設けること。

ウ 車いす使用者が円滑に利用で
きる十分な空間を確保すること。

工 洗浄装置は、靴べ ら式、光感
知式その他の操作が容易なもの
とすること。

オ 車いす使用者用便房を管理す
る者又はその従業員に通じる非
常用の呼出装置を設けること。

力 荷物台が適切に配置されてい
ること。

キ 出入口の戸には、施錠及び開
錠が容易な施錠装置を設けるこ
と。

不特定多数の人が利用す
る便所を設ける階には、車
いす使用者用便房を1以 上
設置する。

座面の高さは、40～45
cm程度とする。
手すりの高さは65～70

cm程度とする。
出入口付近で、かつ便器

まで直進できる位置に設け
る。

便房の広さは200cm四
方程度とする。

腰掛けたまま操作できる
位置で、両側に設けること
が望ましい。

構造は(2)を参照。

手すりは、利き手や片側に
まひがある人などを考慮 し、
便座の両側に設置し、左右ど
ち らからでも移乗できるよう
に空間を確保する必要があ
る。

94

Ⅱ 整備基準と解説

整備項目 整備基準 望ましい整備 解　　説
(1)多数の者が利用し、又は主に障が
い者、高齢者等が利用する便所を
設ける場合には、そのうち1以上を
次の構造とする。
ア　便所(男子用及び女子用の区
別があるときは、それぞれの便
所。以下(1)において同じ。)
内に、車いす使用者が円滑に利
用できる便房(車いす使用者用
便房)を1以上設けること。
イ　便所の出入口又はその付近に、
　車いす使用者用便房が設けられ
ている旨を見やすい方法により

標示すること。

転 倒 した場 合にも利用で 
きる位置に設置する ことが 
望ま しい。 
手 荷 物 を か け る フ ッ

ク
を、車 いすの支 障とな ら

ず、 
かつ手の届 くところに設け 
ることが望ま しい。 
便房 内に手洗 い器 を設 け
る。 
ペーパー ホル ダー は便器 
の両側 に設置する。
手が不 自由、又はペーパ
ーでは不十分な病状の人の
ため、温水洗浄器を設置す
る。 
汚物入れは手の届 く範囲 
に一般よ り大きいものを設 
ける。 
温水が出るシ ャワーを設 
置する。

車いす使用者用便房は、車
いす使用者のみでなく、高齢
者、妊婦、乳幼児を連れた保
護者等誰もが利用しやすいも
のであり、便房の出入口付近
にはその旨を表示する。

人工肛 門、人 口ぼ うこ う保
有者(オ ス トメイ ト)の 方 が、
パウチ(便 や尿 をためてお く 
ため に装着する袋)や 汚れ物、 
汚れた衣服 を洗浄する設 備を 
設ける ことが必要である。

ク  旅客施設や床面積の合計が
5,000㎡以 上の 建築物 に設 ける
車 いす 使用 者用 便房(不特定多
の者 が利用 す るも の に限 る。)
の1以 上(男 子用及び女子用の区
別があるときは、それぞれ1以 上)
に 、人工 肛 門又 は人 工ぼうこう
を使 用 して いる 者が パ ウチ や
しびんの洗浄ができる水洗 装 置を
設けること。

車いす使用者用便房は、出
入口と便座の位置関係等によ
り様々な平面計画がありえる
ことから、具体的な寸法は規
定していないが、車いすが転
回できるスペースが確保でき
ていることが望ましい。
　　不特定多数の人が利用する
施設では、洗浄装置を視覚障
がい者が探しやすい位置に設
置し、操作が分かりやすいも
のにするなどの配慮が必要。
　　また、同一建築物内では、
同一仕様の洗浄装置とするこ
とが望ましい。
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●手すり設置

200cm程 度

洗浄装置ボタン

●荷物台の設置

150cm以 以上

●80cm以 上

非常呼出ボタン

(通常FL+100cm程 度)

非常呼出ボタン

(転倒時FL+30cm程 度)

)

乳幼児用いす 車いす
対応一般便房

手すり

車いす対応
一般便房

乳幼児用
いす

乳幼児用
ベッド

床 置式小便器と手すりの設置例

乳幼児用
ベッド

手すり

乳幼児用
いす

 

 

手すり

汚物流し

手すり

乳幼児用
いす

便所案内板

乳幼児用ベッド

光感知式

押ボタンスィッチ

光センサー ※同一 の建築物で は

同一仕様 のフラッ

シュバ ルブとす る

ことが望ましい 。
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●有効80ｃｍ以上

はね上げ
手すり

70～75ｃｍが利
用しやすい

L型手すり
フラッシュバルブ
（FL+85ｃｍ程度）

緊急通報ボタン
（FL+100ｃｍ程度）

ペーパーホルダー

緊急通報ボタン
（FL+30ｃｍ程度）

60ｃｍ程度
60ｃｍ程度

●手すりの位置

便房の例2(小規模施設等、例1が困難な場合)

　　　　　100cm程度

2
0
0
c
m
程
度

1
5
0
c
m
以
上

1
8
0
c
m
以
上

便 所

男性便 所
女性便所

多機能
便房

フラッシュバルブの例

足踏式 くつべら式

2
0
c
m
程
度

6
0
c
m
程
度

3
0
c
m
程
度

便房の例1



1

(3)多数の者が利用し、又は主に障が
い者、高齢者等が利用する男子用
小便器のある便所を設ける場合に
は、その1以 上に、手すりが適切に
配置された床置式の小便器その他
これに類する小便器 を1以 上るこ

(4)点字等 による案
内

(5)乳児用 い す、乳
児 用ベ ッ ドの設
置

(4)不 特定多数の者が利用 し、又は主
に視覚障がい者が利用する便所を
設ける場合には、出入 口又はその付近

に、必要 に応 じ、点字 による
案内設備を設けなければならない。

築(5)床 面積の合計が2,000㎡ 以上の建
物 に不特 定 多数 の者 が利 用 する 便所
を設ける場合 には、その うち1 以 上(男
子 用 及 び女子 用 の区別 が ある ときは
、そ れぞ れ1以 上)に 、 乳 児用 い す又
は乳児用ベ ッドを設 けること。

松葉づえ使用者、高齢者等
の利用に配慮し、手すりを設
けることとしている。

女性用便所だけでなく、男
用便所にも設けることが必

要である。

人 工 肛 門 、人 工 ぼ う こ う保有 者(オ ス トメ イ ト)に つ いて

オス トメイ トとは

大腸がん、ぼうこうがんなどの治療のため人工肛門、人工ぼうこうなどのように、手術で人工的に

腹部に 「排泄口」(ギ リシャ語でス トーマ)を つ くった人のことで、日本には約20万 人以上のオス ト

メイ トがいるといわれている。

手術前とほとんど変わ らない生活ができるが、多くの人が外出先での排泄に悩んでいる。

ス トーマの種類について

ス トーマを持つと肛門のように便意や尿意を感 じた り我慢 したりすることが難 しくなることから、

自分の意志とは関係な く出てきて しまう便や尿を管理するために、排泄物を受けとめるための袋 「パ

ウチ」をス トーマの上に貼 り排泄物を処理 している。

ス トーマの種類

コロス トミー

(結腸 ス トーマ)

便は軟 便～固形

イレオ ス トミー

(回腸ス トーマ)

便 はたいてい水様

ウロストミー
(人工膀胱)
腎臓から回腸の
一部などを経て

尿を排泄する

排泄処理方法について

パウチに溜まった排泄物を一定時間ごとに便器や汚物流 しに捨てる必要があり、同時に、パウチや

腹部の洗浄する必要がある。

従って、オス トメイ トの方が外出の際に困ることとして次のことが挙げられる。

・汚れた補装具(パ ウチ)や 衣服、身体を洗う設備がない
・冬場でも腹部を洗いたいのに水 しか出ない

・着替えや補装具(パ ウチ)な どを一時置きする場所がない

・パウチを正 しく装着できているか確かめたいが、下腹部が映る鏡がない
・外見上は健常者と変わらないので、入口の表示が障がい者だけだと車いす用 トイレに入りづらい
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Ⅱ 整備基準と解説

整備項目 整備基準 望ましい整備 解　　説

(3)男子用小便器の
構造

　触知図等により、便所内の
構造を案内することが望まし
い。



9建 築物

オ ス トメイ ト対応の例

●ダブルフック
パウチ内汚物を汚物流
しで処理する際、必要な
荷物を掛けられます。

●入口の表示例
オストメイトの方が気
兼ねなく使えるように
表示します。

オ ス トメイ ト対応 トイレのサインの例

身 体障がい者 ・オス トメイ ト・乳 幼児

用の設 備を備 えてい ます

 

 

 

点字表示
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●汚物入れ ●棚
　手荷物等を置けます。

●鏡
洗面器
手荷物等をおけるカウン
タ―一体型洗面器にしま
す。

非常呼出ボタン
（通常ボタンFL+100ｃｍ程度）

220ｃｍ程度

ダースネック自動水栓

●背もたれ

●可動式手すり

●ダブルフック
　

●ベビーチェア

80ｃｍ以上

非常呼出ボタン
（転倒時FL+30ｃｍ程度）

●汚物流し
　パウチの洗浄や汚れた 腹部

　
を洗浄する設備です。

脱いだ服や荷物等をかけます。
2
5
0
ｃ
ｍ
程
度

点字案内(触 知図)の 例



9駐 車場(別 表21 建築物の表6の項)

障がい者や高齢者等にとって、自動車は日常生活 における外出手段の中でも最も便利なものである。

したがって、どの建築物にも車いす使用者が利用できる駐車場を整備することが望ましい。

(1)車いす使用者用
駐車施設の設置

(D多 数の者が利用 し、又は主に障が

い者、高齢者等が利用する駐車場

を設ける場合 には、そのうち1以

上 に、車いす使用者用駐車施設を
1以 上(全 駐車施設数が100を 超

える場合は、施設総数の1/100以

上)設 けること。

(2)車いす使用者用
駐車施設の構造

幅 ・奥行き

表示

位置

(3)誘導表示

(2)(Dの 車いす使用者用駐車施設は、

次の構造とする。
ア 幅は350cm以 上、奥行きは

600cm以 上とすること。

イ 車いす使用者用駐車施設又は
その付近に、当該駐車施設が車
いす使用者用駐車施設である旨
を積雪等に配慮して見やすい方
法により表示すること。ただし、
共同住宅に設ける駐車施設を除
く。

ウ 利用円滑化経路の長さができ
るだけ短くなる位置に設けるこ
と。

(3)車いす使用者用駐車施設を設ける
場合(共 同住宅に設ける場合を除
く。)には、道路から駐車場へ通ず
る出入口付近に車いす使用者用駐
車施設がある旨を積雪等に配慮し
て見やすい方法により表示し、か
つ、道路から駐車場へ通ずる出入

口から車いす使用者用駐車施設ま
での経路について誘導のための表
示をうこと。

全駐車施設数200台 以

下の場合
⇒ 全駐車台数

×1/50以 上

全駐車施設数200台 超

過の場合
⇒ 全駐車台数

×1/100+2以 上

 

 

立体駐車場や地下駐車場

では、エレベーター付近に

設置する。

「幅350cm」 とは、自動

車 の ドアを全開 にした状態

で、車いすから自動車へ容易

に乗降できる幅で、普通車用

駐車スペース(210cm)に

車いすが転回でき、介護者が

横 に付 き 添 え る スペ ー ス

(140cm)を 見込んだもの
である。

「奥行き600cmと は、通

常の駐車スペースの奥行 き

(500cm)に 若干の余裕を
見込んだものである。

車いす使用車用駐車施設と
一般用駐車場とを区別するた

めのものである。建て看板や、

駐車スペースの床面に 「国際

シンボルマーク」を塗装表示

する等、運転席から判別 しや

すいようにする。

なお、共同住宅について整

備を免除しているのは、共同

住宅の駐車場は主に入居者の
ものであり、表示がなくても

車いす使用車用駐車施設が判

別できるという考えからであ
る。
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Ⅱ 整備基準と解説

整備項目 整備基準 望ましい整備 解　　説

・　場内には必要に応じ、屋
根・ひさし又は消融雪装置
を設ける。

「7　利用円滑化経路」を
参照。

 共同住宅について整備を免 
除しているのは、共同住宅の
駐車場は主に入居者のもので
あり、誘導がなくても車いす
使用車用駐車施設まで到達で
きるという考えからであ る。
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車いす使用者用駐車施設

車いす使用者用駐車施設の標識の例

99

音声誘導装置

●自動開閉戸

出口有効幅
●90ｃｍ以上

※車いす使用者用駐車施設か ら

　
建築物内の利用、居室住戸 等

までは利用円滑化経路として 連続
に的整備する。

●視覚障害者
　誘導用ブロック
　の敷設

駐車場内通路幅
●１４０ｃｍ以上（不特定多数の者が利用する場合180ｃｍ以上）

縁石は
段を設けない

●幅350ｃｍ以上

●幅350ｃｍ以上

●車いす使用者用
　駐車場施設であることの表示

車いす使用者用駐車施設の整備例

駐車場の案内標識の例

●600ｃｍ以上



10エ ス カ レー ター(別 表21 建築物の表9の 項)

エスカレーターは大量に人が垂直移動するのに有効な手段であり、特に高齢者や歩行困難者にとって

は便利な設備である。 しか し、転倒時等 には大きな事故となる危険もあるため、誰でも安全 に利用でき

るように配慮が必要である。

乗降口での手すりの
設置

表面の仕上げ

縁の表示

視覚障害者誘導用ブ
ロックの敷設

その他

多数の者が利用 し、又は主 に障が

い者、高齢者等が利用するエスカレ
ーターを設ける場合には、次の構造

とする。

ア 乗降口部分の移動手す りは水

平部分を120cm以 上とし、これ

と連続する固定手す りを設ける

こと。

イ 踏み段及び くし板 の表面 は、

粗面 とし、又は滑 りにくい材料

で仕上げること。

ウ 踏み段の端部とその周囲の部
分との色の明度の差を大きくす
る等、段を容易に識別できるも
のとすること。

乗降口に隣接 したステッ

プの水平部分は、3枚 以上

とする。

くし歯は薄くする。

幅100cm程 度とする。
定常段差までのステップ

は5枚 程度とする。

昇り下り両方向のエスカ
レーターを設置することが

望ましい。

歩行困難者の場合、移動手

すりの動きに足がついていけ

ずに転倒 することがあるの
で、乗降口には長さ100cm

以上の固定手す りを移動手す

りに連続して設ける。

点状ブロックにより、エス

カ レー ターの存在を警告す

る。

点字により、エスカ レータ
ーの昇降方向を表示する必要

がある。
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Ⅱ 整備基準と解説

整備項目 整備基準 望ましい整備 解　　説
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エスカ レー ターの整備

乗 り口
●固定手す りの設置100cm以 上 ●120cm以 上

100cm以 上 ●120cm以 上

水平部分3段

定常段差まで5段

●120cm以 上100cm以 上

(内法100cm)

(120cm)

色による縁取

水平部分3枚 程度

定常段差まで5枚程度

101

降り口
●120ｃｍ以上

●固定手すりの設置
100ｃｍ以上くし板

くし板

●固定手すり
●点字表示

●点状ブロック

くし（色表示）
足元照明

エスカ レーターの整備例

●視覚障害者誘導用
ブロック(点状ブロ
ック)の敷設

色表示 車いす運転切換スイッチ

ステップ部の縁取 りの例

80cm以上



11洗 面 所(規 則別表21建 築物の表10の 項)
)

洗面所は、手を洗 うだけでなく、身つくろいもするところであり、車いす使用者だけでな く、誰でも

気軽に利用できるよう配慮する必要がある。

床面の構造

洗面器の高さ

水栓器具の配慮

その他

多数の者が利用 し、又は主に障が

い者 、高 齢者等 が利 用する洗面所

(客室に設けるものを除 く。)を 設け

る場合には、そのうち1以 上を次の構

造とする。

ア 段を設けないこと。

イ 床面は、粗面と し、又はぬれて
も滑りにくい材料で仕上げること。

ウ 車いす使用者が円滑に利用でき

る高さの洗面器及び鏡を1以 上設け

ること。
工 洗面器の1以 上には、手すりを設

け、かつ、障がい者、高齢者等が

容易に操作できる水栓器具を1以 上

設けること。

車いす使用者が円滑に利
用できる空間を確保するこ
と。

洗面器の下部に高さ65

cm、 奥行き55cm程 度の空

間を設ける。
鏡は洗面器上端から設置

する。

コンセン ト等の位置は、

車いす使用者等の利用に配

慮する。

高さは75cm程 度とする。

水栓器具は、レバー式、光

感知式等操作の容易なものと

する。
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Ⅱ 整備基準と解説

整備項目 整備基準 望ましい整備 解　　説
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洗面所の整備例

車いす使用者用洗面器

 

光感知式水洗 レバー式立水栓

レバー式混合栓

103

鏡

75ｃｍ程度

洗面器の整備例 

8
0
c
m
程
度

8
0
c
m
程
度

45～60cm

30～33cm程度

水洗器具の例

6
0
～
6
5
c
m



12浴 室、シヤワー室、脱衣室及び更衣室 似下「浴室割 という.)槻則別表21 建築物の表11の項)

浴室は、障がい者、高齢者等にとって特に転倒の危険性が高い場所であるため、安全かつ円滑に利用

できるように整備する必要がある。

床面の形状、仕上げ

手すりの設置

室内の空間

浴槽の高さ

いす等の設置

水栓器具

脱衣ベンチの設置

その他

病院、ホテル等、老人ホーム ・身

体障がい者ホーム等、老人福祉セン

ター等、運動施設、宿泊施設 に多数
の者が利用 し、又は主に障がい者、

高齢者等が利用する浴室等(客 室 に

設けるものを除く。)を 設ける場合に
は、そのうち1以 上(男 子用及び女子

用の区別があるときは、それぞれ1以
上)を 次の構造とする。

ア 室内には、構造上やむを得ない

場合 を除き、階段又は段を設 けな
いこと。

イ 床面は、粗面と し、又はぬれて
も滑りにくい材料で仕上げること。

ウ 必要に応 じ、手す りを設けるこ

と。

工 車いす使用者が円滑に利用でき

るよう十分な空間が確保されてい

ること。
オ 浴槽は、縁の高さ等を障がい者、

高齢者等の安全な利用 に配慮 した
ものとすること。

力 浴室及びシャワー室 にいすを設

けること。

キ 浴室及びシャワー室 には、障が
い者、高齢者等が容易に操作でき

る水栓器具を1以 上設けること。

ク 脱衣室及び更衣室には、車いす

使用者が円滑に利用できる高さの
脱衣用ベンチを1以 上設けること。

冷温水の区分は点字でも

表示することが望ましい。

シャワーは原則として八

ン ドシャワーとし、シャワ
ーヘ ッド掛けを上下2ヵ 所

に設けるか、可動式とする。

床面からの高さ40～45
cm程度とし、移乗台と連続

して設置することが望まし

い。

非常用ボタンを設置 し、

点字表示を併用することが

望ましい。
ロッカーの高さは、車い

す使用者に配慮し、下部に

は車いすのフットレス トが

入るスペースを確保する。

脱衣ロッカーは、補装具

(義手 ・義足 ・つえな ど)
を入れるため、大きめのも

のを設ける

水平及び垂直に取り付ける
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Ⅱ 整備基準と解説

整備項目 整備基準 望ましい整備 解　　説
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浴室等の整備 共
同浴室の整備例

シャワーヘッドの例

●出入口有効幅員80cm以 上

床面は滑りにくい仕上げ

○浴槽の出入口には、
手すりを設ける

●障がい者 、高齢者等が円滑に利 用できるような

浴槽 、シャワー・、手すり等が適切 に配置されていること

1更衣 室 及 び シ ヤ ワ ー 室

車いすが回転できる
スペース150cm

ベンチ

●縦手すり

号16°cm程 度

105

100ｃｍ程度

65ｃｍ程度 80ｃｍ程度

奥行450ｃｍ
程度

90ｃｍ
120ｃｍ

180ｃｍ以上

●ベンチ
ロッカー

ロッカー

カーテン 洗面台

60ｃｍ程度

押しボタン式スイッチ

●手すりを設けること
●水栓器具は容易に操作
　することができるもの

75～85
cm程度

脱衣室、更衣室の洗面台

シャワー
ブース

車いす使用者

対応シャワー

ブース 

シャワー

ブース

車いす使用者に対応 した浴室

●横手すり

車いす使用者が円滑に利用
できるよう十分な空間を確保
　　　　　　　引き残し

●出入口有効幅

80cm以上 

●通行の際に支障と

なる段を設けない



13客 室(規 則別表21 建築物の表12の 項)

宿泊機能をもつ施設においては、車いす使用者等の利用に配慮する。

(1)客室の構造

室内の空間

出入口の構造

スイツチ類

便所の構造

洗面所の構造

浴室の構造

聴覚障がい者及び視
覚障がい者への配慮

(2)客室の位置

(1)宿 泊 施 設(床 面 積 の 合 計 が
3,000「 ㎡未満のものを除く。)に設

ける客室のうち1以 上は、次の構造
とすること。

ア 車いす使用者が円滑に利用で

きるよう十分な空間が確保され、

かつ、ベ ッ ド、手すり等が適切

に配置されていること。

イ 出入口の幅は、内のりを80cm

以上とすること。

ウ 戸は障がい者、高齢者等が容

易に開閉 して通過できる構造と

し、かつ、その前後 に高低差が

ないこと。
エ スイ ッチ類は、車いす使用者

が円滑に利用できる構造 とする

こと。

オ 便所はP94(「8便 所」)(1)

ウ及び工、(2)アからキまでに定

めるものとすること。

力 洗面所は、P102(「11洗

面所」)ア か らエまでに定めるも
のとすること。

キ 浴室等は、次に掲げるもので

あること。

(ア)p104(「12浴 室等」)イ
からクまでに定めるものとす

ること。

(イ)段 を設けないこと。

(ウ)施 設を管理する者又はその
従業員に通 じる非常用の呼出

装置を設けること。

ク フ ァクス、点字付き電話機そ

の他聴覚障がい者及び視覚障が

い者が円滑に利用できるよう配

慮 した設備を設けること。

ケ 聴覚障がい者に配慮 した非常

警報装置を設けること。

(2)(Dの 客室 は、非常時に避難 しや
すい場所に設けること。

ベ ッドの高さは、車いす

使用者に配慮する。

床は滑 りにくい仕上げと
し、毛足の長いじゅうたん

などは避ける。

照明はベ ッド上からでも

操作できるよう配慮する。

客室は様々な平面計画が想
定されるため、空間(床 面積)

の具体的数値等を規定してい

ないが、車いすが転回できる

スペースを確保するなど、配

慮が必要である。

車いす使用者が手の届く位
置に設置すること。

聴覚障がい者への配慮とし
て、非常時連絡用の聴覚障が

い者用屋内信号装置、点滅

灯 ・音量増幅装置付き電話機
を設置する。

視覚障がい者への配慮とし
て、部屋番号(算 用数字)を

浮き出したものとするなど、

配慮すること。

車いす使用者等に配慮した
措置である。

106

Ⅱ 整備基準と解説

整備項目 整備基準 望ましい整備 解　　説
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客室の整備

シャワーの設置

衣類置場

●段差の解消

下部に空間を取り、車いす
使用者が利用しやすくする。

袖壁45cm程 度以上

●80cm以 上

一般的には引戸が望ましいが用途に

よっては引戸が避けられない場合は
簡単に開閉できる構造のものとする。

ベ ッ トの高さを車いすの座面高さ

に合わせる(約40cm～45cm)

107

車いす使用者はシャワーだけを利用する
場合もあり、床防水が必要である。

150ｃｍ以上 70～75ｃｍ程度

広い縁（移動台）

手すり

垂直手すり

80ｃｍ以上

150ｃｍ

150ｃｍ

25ｃｍ程度

40～45ｃｍ程度




